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F −13　 症 候 性 West 症候群の 終夜睡 眠ポリグ ラ フ ィ

　　　　　　　ーREM 睡眠期 で の 相動性要素を中心 に一
F −14 大 脳 皮質 錐 体 細 胞 の 脳 梁離 断 後 の 運命

一蛍 光 色素 に よ る逆 行 性標 識を用い た 検索
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【目的】我 々 はこ れ まで West 症候群（WS ）の終夜睡

眠ポ リグ ラ フ ィ を行 い 脳幹部の 機能を評価 して きた

が 、今 回 は 症候性WS に 着 目 し、　 REM 睡眠期 で の 相

動性要素 に つ い て 検討 した 。

【対象】対象は症候性 WS の 5例（男 1、女4）で 発症年

齢は 在胎週数換算 で 51〜83週 （平均64週）、滑脳症 1

例、脳内石灰化 1例、SPECT で片側大脳半球 の 血流

低下を認 め た 1例 と部分発作合併例 の 2 例で ある 。

本例 と特発性 WS12 例、正常 コ ン トロ
ール 22例を比

較 した。

【方 法】終夜睡 眠ボ リグラ フ ィ は、治療開始前 に 施

行 し、脳波
・
水平眼球運動 ・表面筋電図（頤筋、四肢

筋、体幹筋）・呼吸運動を 1夜記録した 。
REM 睡眠期

で の 相動性要素と して 、0．5秒以下の 間隔で 2個以上

出現 す る REMs （REMs 　burst；RB ）と頤筋に 限局する 2

秒以 下 の 筋放電（PMA）を測定した。そ して RB 出現時

に PMA が 抑 制 さ れ る 機能を評 価する 指数と し て

phasic　inhibition　 index （P【1）を計算 した。

【結果】1）総睡眠時間に対する REM 睡眠 期の割合は

正常 コ ン トロ
ー

ルに比 し症候性 WS 、特発性WS 両群

共 に 減少 して い た。2）Pllは正常 コ ン トロ
ール と比

して症候性WS 、特発性 WS 両群共に高値を示 したが、

症候性群、特発性群の 間 に は有意差 は 認 め なか っ た。

3）症候性 WS 、特発性 WS 両群共 に、　 ACTH が 無効 あ

る い は 部分的有効 な 予 後 不 良例 の 方が 、ACTH が 有

効 な 予 後良好例よ りP 凵は 高値を示 す傾向があ っ た。

【考案】PIlは REM 睡 眠期の 脳幹部（吻側橋部）の PMA

抑制系 の 成熱度を表わ す と考え られ、正常 コ ン トロ

ー
ル で は 乳児期 に 月齢依存性 に 漸減す る。こ れよ り

WS で の PH の 高値は．こ の 系 の 未熟性また は異常性

を示唆する と考え る。さらに症候性WS 、特発性WS

群間にPllの有意差はな く、むしろWS の 発症に対す

る こ の 系 の 本質的な関与 を示唆すると考える。また、

PIlは予後判定の 1つ の指標 とな りうると考えた。

　 近 年 国 内に お い て も、難治 性 て ん か ん の うち全般 発作 を

対象 に 脳 梁 離断 術 が施 行 され 、良好 な術後成績 が報 告 され

て い る。しか し離 断 衛 の 適 応 は 臨 床 経 験に 基づ い て お り、

脳梁 離 断 に よ る て ん か ん 発 作 発現 揮制 の 機序 は 依然解明 さ

れて い ない 。神経細 胞の 軸索 切断 後、末檎 側 はWaller変 性

に よ り消 失、そ の 後順 次 逆 行 性 及 び順 行 性 変性が 起 きる と

考 え られ る。で は．脳梁 離断後、大 脳皮質 の 局所 的な神経

回路網 は どう変化す る で あろ うか 。ラ ッ ト大 脳 皮 質 内 の 脳

梁 線維 を投射す る 錐体 細胞 に 着 目 し、蛍 光 色 素 に よ る逆 行

性 標 識 を 用 い て そ の 動 向 を 長 期 的 に追 跡 し た。対 象 は遺 伝

的 に 近似 して い る と考 え ら れ る
一

組 の 親 ラ ッ トか ら得 ら れ

た 同 胞を 用 い 、まず生 後 7〜9 週 令で 左 大脳皮 質 に 広範 囲

に蛍 光色累 の Fast　blueを注入、右 大脳皮 質の 脳梁 線維 を投

射す る 錐体細 胞 を逆 行性 に 標 識、十分 に 標識 さ れ る期間 の

後．脳 梁離 断 群 と 偽手 術 群 に 無 作 為 に分 け、二 回 目の 手術

を 施行 し た。手術後 4 週 、20 週 で 両群 の 右大 脳皮質の 標

識 され た錐体 細胞 を蛍光 顕微鏡 下 に 観察 した。その 結果、

1）脳 梁線維 を投射 す る錐 体細胞 の 分布 は 他の 報 告 と同様 に

局 在 を示 し、一
次体性 知 覚野の う ち い わ ゆる Barre］fieldで

少な く．二 次 体性知覚 野 お よび 運 動野 で は相 対的 に 多か っ

た。2）蛍 光 色 素 の Fast　b］ue は脳 梁 離 断 後 も 標 識 され た 錐 体

細 胞 内 に 比 較 的 に長期 間 留 ま り、周 囲 の グ リ ア細 胞 へ の 取

り込 み に よ る偽陽 性の 標識 は ほ と ん どなか っ た。3）手術後

4 週、20 週の 時 点で の 標識 錐体 細胞 は、離 断群 と対照群

問で 大 脳 皮 質内の 分布 や 層構造 、各 々の 細 胞 の 形 態 に大 き

な相違 はな か っ た。4）離断群 の 体 性知 覚野の Fast　btue慓識

錐 体細 胞 に 対 して Nuclear　ye且low ま た は Diamidino 　yellewを

用 い て 同 側一次 運動 野か らの 逆行 性 軸索 輸送 に よ る 二 重標

識 を試 み た と こ ろ、一
次 体性知覚 野 お よび二 次体 性知覚野

で 対照 群 と 同様 に 同
一

細 胞 の 二 重 標識 を 認 め た。Fast　bluc

に よ り標 識 され た脳梁 線維 を 投射 して い た錐 体細胞 は、脳

梁 離断後 も軸索 側枝 か らの 逆行性 軸索 輸送 を証明 した こ と

か ら、細 胞の 形態 の み な ら ず生理 的機 能 も維 持 され て お り

、完 全 に 変性消 失す る の で は ない こ とが明 らか となっ た。
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